
令和６年度第３回 北海道内部統制推進員会議 議事録 

             日 時：令和７年２月６日（木) 15:00～15:10 

             場 所：本庁舎 ３階 テレビ会議室 

             出席者：別紙名簿のとおり 

 

（髙見イノベーション推進局長） 

 ・それでは、ただいまから、「令和６年度第３回北海道内部統制推進員会議」を開 

催する。 

・本日進行を務めさせていただく髙見。お忙しい中、お集まりいただき感謝。 

・まず、総括内部統制推進員である天野イノベーション推進監から、一言、ご挨拶 

させていただく。 

 

（天野イノベーション推進監） 

・本日は、お忙しい中お集まりいただき感謝。 

・前回（昨年 11月）の会議で不適正事務の再発防止に向けた取組等について、皆さ

んのご意見を募集したところ 

・今回は、その結果をご報告するとともに、ご提案を踏まえた取組の方向性を共有

することとしたい。多くの提案をいただき感謝。 

・具体的な提案については、来年度以降順次実施していきたいと考えているので、

引き続きの協力をお願いしたい。 

・また、こうした取組の一環として、来年度から、「重点取組項目」を設定し、特

に力をいれて再発防止に取り組んでいきたい、ということを進めていきたいと考え

ている。 

・リスクを絞り込む形で効果的な取組を進めていきたいと考えているので重ねての

お願いとなるが、ご協力をよろしくお願いする。 

・これから年度末を迎え、特に会計事務については繁忙期を迎えることになる。年

度末や年度初めは、人事異動もありミスが起きやすい環境にある。 

・皆様のお力添えをいただき、適正な事務の確保に向けた取組を進めていきたいと

考えているので、よろしくお願いする。 

  

（髙見局長） 

 ・では、議事を進める。 

まず、「１ 不適正事務の再発防止に向けて」、事務局から説明する。  

 

（林下改革推進課長） 

 ・まず、「１．不適正事務の再発防止に向けて」。 

・昨年発生した、新型コロナ臨時交付金等の返還事案をうけた不適正事務の再発防

止の検討に当たっては、知事から職員一人ひとりが我がこととして受け止め、組織

全体で取り組むよう、指示があった。こうしたことを踏まえ、昨年 11月 20 日の内



部統制推進員会議で、各部、各（総合）振興局の皆様にアンケートをお願いしたと

ころ。今回は、頂いた内容のご紹介をするとともに、これを踏まえた具体的な取組

の方向性をお示ししたいと考えている。 

 

【資料１ Ｐ２ 不適正事務を受けた取組の実施状況】 

・事案発生に伴い、各部局等では、部内での注意喚起のほか、幹部職員向けの研 

修、所管部と振興局の縦ラインでの研修、内部統制推進員から振興局内の職員に対 

して改正内容をメールで送信するなど、それぞれの部局等で様々な取組を実施いた 

だいている。 

・これらの取組を参考として今後とも部内、（総合）振興局内の適正な事務執行に 

向けてご指導をお願いする。 

 

【資料１ Ｐ３．再発防止のために有効と考える取組】 

・また、不適正事務の再発防止ついて、具体の取組検討にあたり、有効と考える取 

組への提案を４８件いただいた。 

・一つ一つは、説明を割愛するが、システムの活用や事業のリスト化やマニュアル 

化、人材育成や組織体制、情報共有といった幅広い内容をいただいており、予算や 

組織機構への反映を考えているところ。 

・スライド４からスライド 10 にそれぞれいただいたご提案、取組内容をまとめてい

るので、後ほどご覧いただきたい。 

 

【資料１ Ｐ11．具体的な取組の方向】 

・こうした提案をまとめたものが P11 となる。 

・専門性の高い人材の育成、管理職員のマネジメント能力向上、ヒューマンエラー 

の抑制、コア業務に集中できる環境づくり、道内部の牽制機能の強化といった項目 

について、実施可能なものからまさに現在検討している来年度の予算や機構に反映 

し、順次取り組んでいきたいと考えている。 

 

（髙見局長） 

 ・今の説明に、ご意見やご質問等があれば伺う。 

・それでは次に、「２ 令和７年度内部統制に係る重要リスク項目、重点取組項目

について」、事務局から説明する。 

 

（林下課長） 

【資料２ Ｐ１．内部統制制度とは】 

・内部統制制度は、事務上のリスクの発生を抑制し、事務の適正な執行を確保する

ための取組として令和２年度から導入している。 

 

【資料２ Ｐ２ 内部統制制度の流れ】 

・道における内部統制制度は、重要リスク項目を特定し、３月中に各所属でリスク



に応じた対応策を検討、年度を通じて実施している。 

・１年度間の取組内容については、自己評価と制度所管課の評価、評価部局による

評価を経て、報告書を作成し、翌年３定で議会報告している。 

・重要リスク項目については、10月 30 日開催の第１回内部統制推進員会議におい

て説明したところだが、これらを改めて説明するとともに重点取組項目に係る取組

について、内部統制推進部局において検討し、実施内容を決定したので情報提供さ

せていただく。 

 

【資料２ Ｐ３ 令和７年度内部統制に係る重要リスク項目】 

・令和７年度重要リスク項目について、新型コロナ臨時交付金等の返還事案を受け 

て本年度、期中に追加した「間接補助事業における額の確定の誤り」を含め、項目 

を整理し、現在スライドに記載している１３項目となる予定。 

取組の実施については、３月に各所属へ正式に通知を行う。 

 

【資料２ Ｐ４ 重点取組項目とは】 

 ・重点取組項目については、この１３の重要リスク項目のうち、重要リスクに選定

してから１年以内のリスクや、過去５年間の発生頻度が高いリスクである５つのリ

スクについて関係規程や発生事案の傾向などをわかりやすく情報提供し、リスク発

生の抑止に重点的に取り組むもので、新たな取組として令和７年度から取り組んで

いきたいと考えている。 

 

【資料２ Ｐ５ 重点取組項目に係る取組の内容】 

 ・取組の内容について、重点取組項目となったものは、よりわかりやすい情報の発

信や、５つのリスクの抑止に効果的な取組期間、それぞれいつ注意したらよいの

か、ということを設定する等、集中的に取り組むなど、より訴求しやすい手法を検

討しながら取り組むこととしている。 

 

【資料２ Ｐ６ 現在展開予定のコンテンツ等】 

 ・最後に、現在展開予定のコンテンツを紹介。 

 既にご覧になった方もいると思うが、１月７日に文書の誤送付を防ぐポイントをま

とめた職員向け、管理職向けの解説動画を公開している。 

 また、来週からは、電子掲示板やイントラネットを活用して、重要リスクに関する

様々な内容をわかりやすく解説した通信、「リスクのクスリ」と名付けたが、こう

いった通信を順次掲載していくこととしており、若い職員や経験の浅い職員にもわ

かりやすく、できるだけ寄り添って解説していきたいと考えているので、各部局

内、各（総合）振興局内での周知や、研修時における活用など、事務遂行に役立て

ていただきたい。 

 

・私からの説明は以上。 

 



（髙見局長） 

 ・今の説明に、ご意見やご質問等があれば伺う。 

 ・なければ、以上で、令和６年度第３回北海道内部統制推進員会議を終了する。皆 

様におかれては、本日の資料を参考とし、各部での取組に活かしていただきたい。 

引き続き、所管職員への情報共有や再発防止に向けた取組の実施等について、よろ 

しくお願いする。 


